
 

連
谷
小
学
校
閉
校
式
典 

 

二
月
七
日
、
学
区
民
、
同
窓
生
二
百
有

余
名
の
出
席
の
も
と
閉
校
式
典
が
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
た
。 

 

穂
積
新
城
市
長
は
核
で
あ
る
小
学
校

の
閉
校
は
地
域
の
方
々
の
断
腸
の
決
断

と
お
察
し
す
る
。
跡
地
の
問
題
等
も
今
後

の
大
き
な
課
題
と
し
て
地
域
、
行
政
共
々

考
え
て
い
き
た
い
。
と
挨
拶
さ
れ
た
。 

 

「
連
谷
小
学
校
の
思
い
出
」
と
題
し
て

開
校
か
ら
閉
校
ま
で
の
時
代
の
変
遷
を

ス
ラ
イ
ド
に
纏
め
、
三
名
の
在
校
生
と
先

生
が
た
の
生
の
声
で
発
表
。
素
晴
ら
し
い

演
出
に
感
動
を
与
え
た
。
式
典
最
終
に
二

百
有
余
名
全
員
で
校
歌
斉
唱
が
行
わ
れ

た
。
我
々
の
年
代
に
は
校
歌
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
唱
歌
が
二
番
、
三
番
に
進
む
に

つ
れ
、
じ
っ
と
眼
が
し
ら
が
熱
く
な
り
、

あ
ち
こ
ち
で
ハ
ン
カ
チ
が
揺
れ
動
い
た
。

や
は
り
失
せ
る
も
の
の
悲
し
さ
か
・
・ 

 

明
治
五
年
八
月
に
学
制
発
布
、
僅
か
二

か
月
後
の
十
月
に
は
身
平
橋
白
山
神
社

を
仮
校
舎
と
し
て
第
二
十
八
番
身
平
橋

学
校
開
校
以
来
百
四
十
四
年
の
輝
か
し

い
歴
史
と
伝
統
を
育
く
ん
で
き
た
我
が

母
校
「
連
谷
小
学
校
」
も
本
年
三
月
を
も

っ
て
閉
校
と
な
る
。
時
代
の
変
化
と
共
に

致
し
方
が
な

い
と
は
い
え
、

学
区
民
、
同
窓

生
の
諸
方
々

に
は
誠
に
残
念
至
極
で
あ
り
、
感
慨
無
量

と
お
察
し
す
る
。 

 

平
成
二
十
六
年
六
月
、
閉
校
記
念
事
業

実
行
委
員
会(

記
念
誌
部
会
、
事
業
部
会
、

式
典
部
会)

を
発
足
、記
念
誌
部
会
は
校
区

の
歴
史
年
表
、
連
谷
地
区
紹
介
、
ド
ロ
ー

ン
撮
影
に
よ
る
上
空
か
ら
見
た
連
谷
地

区
、
卒
業
写
真
な
ど
を
織
り
込
み
、
他
に

比
類
の
な
い
風
土
記
風
に
纏
め
た
。
記
念

事
業
部
会
は
記
念
事
業
と
し
て
地
域
ぐ

る
み
の
大
運
動
会
、
学
芸
会
、
ふ
る
さ
と

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
々
が
僅
か
三
名
の
在

校
生
に
地
域
住
民
二
百
人
前
後
の
参
加

を
も
っ
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
い

か
に
、
学
校
を
大
切
に
思
う
、
そ
の
心
「
連

谷
魂
」
の
現
れ
と
誰
し
も
思
う
。
ま
た
、

式
典
部
会
は
本
日
の
式
典
と
学
校
跡
碑

設
立
に
邁
進
し
た
。 

 

開
校
以
来
千
四
百
有
余
名
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
幾
多
の
人
材
を
育
く
み
、
世

の
中
に
送
り
出
し
て
頂
い
た
歴
代
の
諸

先
生
が
た
を
は
じ
め
、
何
か
事
あ
る
ご
と

に
本
校
を
支
え
て
下
さ
っ
た
す
べ
て
の

皆
様
方
に
感
謝
と
敬
意
を
察
す
る
。 

 

地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た
連
谷
小
学

校
、
こ
こ
で
学
び
、
友
と
過
ご
し
た
我
が

母
校
の
懐
か
し
い
思
い
出
が
同
窓
生
の

皆
様
方
の
心
の

中
に
生
き
続
き
、

後
世
ま
で
語
り

繋
が
れ
る
こ
と

を
願
う
。 

                                

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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新
東
名
開
通 

 
二
月
十
三
日
、
新
東
名
高
速
道
路
の
豊

田
東J

C
T

～
浜
松
い
な
さJ

C
T

が
開
通
。

新
城IC
が
開
設
さ
れ
る
。 

 

す
で
に
東
名
高
速
道
路
三
ヶ
日

IC

を

起
点
に
三
遠
南
信
自
動
車
道
路
が
浜
松

い
な
さ

IC

・
鳳
来
挟

IC

間
も
開
通
し
、

遠
州
、
奥
三
河
、
南
信
州
周
辺
の
道
の
駅
、

温
泉
、
景
勝
地
に
ア
ク
セ
ス
効
果
が
じ
わ

じ
わ
と
表
れ
て
い
る
。 

 

新
東
名
新
城IC

開
通
に
伴
い
～
ほ
い
、

新
東
名
で
豊
田
市
ま
で
猿
股
や
ズ
ロ
ー
ス
を

買
い
に
行
っ
て
く
る
で
ノ
ン
～
な
ん
て
夢
の

よ
う
な
時
代
が
や
っ
て
き
た
。 

開
通
に
先
立
ち
中
日
新
聞
二
月
七
日

に
「
地
域
を
つ
な
ぐ
ア
ク
セ
ス
よ
り
快
適

に
」
を
表
題
に
全
紙
で
掲
載
さ
れ
た
。 

コ
ラ
ム
と
し
て 

新
城
市 

地
域
の
宝 

心
安
ら
ぐ
千
枚
田 

(

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
会
長 

小
山
舜
二) 

 

鞍
掛
山
の
懐
に
抱
か
れ
た
高
低
差
二

百
㍍
の
地
に
広
が
る
「
四
谷
の
千
枚
田
」

で
は
、
室
町
時
代
以
前
か
ら
田
ん
ぼ
が
作

ら
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
減
反
政
策
に

よ
り
一
時
は
耕
作
放
棄
地
も
拡
大
し
ま

し
た
が
、
地
域
の
宝
を
残
す
べ
く
保
存
会

を
発
足
。
現
在
は
四
百
二
十
枚
の
田
ん
ぼ

に
作
業
道
や
東
屋
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
都

市
部
か
ら
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
四
季
折
々
の
棚
田
の
美

し
さ
は
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
で
し

ょ
う
。
新
東
名
の
開
通
に
よ
り
こ
れ
ま
で

以
上
の
来
訪
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
美
し
い

景
観
に
心
癒
さ
れ
た
ら
、
棚
田
を
守
る
農

家
の
苦
労
に
も
心
を
寄
せ
て
頂
け
る
と

嬉
し
い
で
す
ね
。(

原
文
の
ま
ま) 

丸
八
製
菓
さ
ん 

 

四
谷
の
千
枚
田
は
総
面
積
が
三
．
六
㌶

一
戸
平
均
面
積
一
．
二
㌃
と
非
常
に
小
規

模
で
生
産
性
は
極
端
に
低
い
。
「
湧
水
、

天
日
干
し
、
こ
れ
以
上
贅
沢
な
コ
メ
は
何

処
に
あ
る
だ
ん
」
と
言
い
な
が
ら
も
新
米

の
販
売
は
ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
い
。 

「
八
雲
だ
ん
ご
」
で
有
名
な
丸
八
製
菓

の
鈴
木
社
長
さ
ん
は
四
谷
の
千
枚
田
を

訪
れ
「
大
変
な
ご
苦
労
を
か
け
保
存
に
邁

進
し
て
い
る
棚
田
の
お
百
姓
さ
ん
に
は

頭
が
下
が
る
。
何
と
か
お
力
に
な
り
た

い
。
」
と
申
し
出
が
あ
り
、
棚
田
の
余
剰

米(

古
米)

で
五
平
餅
を
商
品
化
。
一
昨
年

は
「
天
晴
れ
四
谷
の
千
枚
田
五
平
餅
」
と

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
十
六
枚
セ
ッ
ト
、
昨
年
は

天
晴
れ
四
谷
の
千
枚
田
の
四
季
・
同
周
遊

図(

写
真
・
資
料(

舜))

を
箱
入
り
で
郵
便
局

の
宅
配
便
季
節
限
定
販
売
。
ま
た
、
東
京

池
袋
西
武
百
貨
店
や
道
の
駅
「
も
っ
く

る
」
。
そ
し
て
十
三
日
開
通
の
長
篠
設
楽

原P
A

で
も
販
売
す
る
な
ど
、
四
谷
の
千

枚
田
の
継
承
、
継
続
に
大
き
な
ご
協
力
頂

い
て
い
る
。 

              

今
後
の
予
定 

・
二
月
十
五
日
、
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
トin

東
三
河 

豊
橋
芸
術
劇
場
ほ
か 

「
道
」
分
科
会(

舜)
発
言
者
と
し
て 

・
二
月
十
六
日
、
連
谷
老
人
会 

研
修
旅

行 

三
河
温
泉 

・
二
月
二
十
日
、
ほ
の
国
自
然
ソ
ム
リ
エ

学
校
閉
校
式 

愛
知
大
学 

(

舜)

講
師
と
し
て
出
席 

げ
な
げ
な
噺 

安
閑
さ
ま 

 

真
菰
の
境
場
一
番
地
、
真
田
さ
ん
の
裏

山
に
第
二
十
七
代
安
閑
天
皇(

在
位
五
百

三
十
一
～
五
百
三
十
六)

を
祭
神
と
す
る

金
峯
神
社
の
社
が
あ
り
、
社
周
辺
は
皇
室

所
有
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
信
憑
性
は

高
い
。
安
閑
天
皇
は
幼
少
の
頃
に
真
菰
に

住
み
、
六
十
七
歳
で
天
皇
に
、
在
位
三
年
、

七
十
歳
で
崩
御
さ
れ
た
。
天
皇
は
全
国
に

屯
倉(

皇
室
の
財
産)

を
置
く
な
ど
し
て
内

乱
を
防
い
だ
と
も
あ
る
。 

 

何
に
し
て
も
、
天
皇
さ
ま
が
こ
ん
な
と

こ
に
居
っ
た
ち
ゅ
う
こ
た
ぁ
、
ど
い
ら
い

事
だ
の
ん
。
俺
ん
と
う
の
ガ
キ
の
じ
ぶ
ん

に
ゃ
あ
「
の
ん
気
な
人
」
や
「
ぼ
ぉ
～
」

と
し
た
人
を
「
あ
ん
か
ん
さ
ま
」
な
ん
ち

ゅ
っ
て
、
か
ら
か
っ
と
っ
た
が
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
で
調
べ
た
ら
、
ほ
い
、
偉
い
お
人
だ

っ
た
だ
ぞ
ん
。
・
・
な
ん
だ
ん
、
あ
ん
た

ぁ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ん
か
い
じ
れ
る
だ
か

ん
、
お
ど
け
た
こ
と
だ
ぁ
・
・ 

    

行 
 

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
日 
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枚
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新城 IC 


